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    義姉あねと私の秘蜜のいけない関係

    　

    月谷こっこ

    

    　

    　


    
        一章

        　

        寝室のベッドはキングサイズ。大きくって身体が沈んでいくような、浮かんでいるような不思議な感覚に陥る。シーツを掴みながら、夏子はそうぼんやりと思った。素肌越しに感じるシーツの感触は、少しずつ彼女の体温が染み込んでいっている。

        「考え事？」

        そう言いながら夏子を見下ろす瞳を、彼女は見つめ返す。

        普段はパレッタで留められた豊かな長い髪は今は下ろされ、一糸纏まとわぬ姿で夏子を組み敷いていた。豊かなのは髪だけでなく、乳房も、臀部もだ。張りのある乳房に、乳輪の色は未だにくすみを知らぬ桃色。臀部は大き過ぎず小さ過ぎず、垂れることなく丸いラインを保っている。

        春菜は綺麗な人だ、と夏子は思う。

        綺麗な人で……兄の奥さんになった人だ。普段は貞淑な妻だというのに、ふたりっきりでベッドに入った途端に人が変わったように妖艶になる。

        夏子の身体を、春菜は何度も何度も丹念に触ってくる。体育会系の夏子の身体にはそこまで脂肪が乗っていない。春菜に勝てるのは若いということだけだが、春菜は夏子の胸や脚に触れるたびに、うっとりとした声を上げるのだ。

        「綺麗ね、夏子ちゃんは」

        「……春菜さ……」

        「脚がすらりとしていて、肌も綺麗。きめ細かくって羨ましいわ」

        そう言いながら乳首を摘ままれると、夏子は背中を弓なりに仰け反らせた。彼女の乳首は健康的なオレンジ色で、春菜の中で少しずつ尖っていく。

        「や……春菜さ……やっぱり……駄目っ……」

        「駄目じゃないわ、夏子ちゃんは許してくれたじゃない」

        そう言いながら、春菜は夏子の胸に顔を押し当てる。そこは埋めるというほどには大きくはなかった。しかし、そんなこと気にする素振りも見せず、優しく春菜は夏子の胸を揉んだ。

        どうしてこうなってしまったんだろう。

        夏子は羞恥と悦楽の狭間を漂いながら考える。

        はじまりは、自分が江原えはら宅に転がり込んだことだった。

        　

        　　＊＊＊

        　

        「ねえ兄さん、いい物件ない？　全然見つからなくって困ってるの」

        夏子は兄の冬彦に電話しながら、あぐらをかいていた。

        東京に就職が決まったのはいいが、問題は住むところだ。家賃は初任給でも支払える額、女のひとり暮らしだから治安がいいのは欠かせないし、通勤を考えたら駅の近くがいいのだが。なかなかそんな条件にあった場所が見つからない。

        すると冬彦は言う。

        「なら夏子。うちに来るか？」

        「へえ？」

        「うちもアパートだけど部屋数はあるし。俺ももうすぐ単身赴任で出かけなくちゃいけなくってな。家を空けないといけないから、お前がひとり来てもなんともないぞ？」

        冬彦には春菜という奥さんがいて、結婚式前からよく顔を合わせている。朗らかに笑う人だし、優しいし……夏子から見ても魅力的な人だ。

        それに冬彦は「別にいいんじゃないかなあ……」と言いながら、間を置くと、すぐに返事が返ってきた。

        「大丈夫だって。よかったな」

        「ええ、本当にいいのー!?　よかったぁ……」

        あとは引っ越しの日時のすりあわせをしてから、電話を切った。

        春菜は美人で優しくって……一目惚れしてしまった人だ。よりによって実兄と結婚が決まっている人に憧れるなんて、どうかしていたと思う。夏子はぶんぶんと首を振りながら、カレンダーに引っ越し予定日を書き込んでおく。

        冬彦が単身赴任に出かけてしまうんだったら、しばらくは春菜と夏子のふたり暮らしになってしまう。人妻に自分の気持ちを知られてしまうのは春菜を困らせてしまうから駄目だろうけど、一緒に住めるのはわくわくするほど嬉しい。そう思いながら夏子は、贅沢な溜息をついたのだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        夏子はスマホの地図を確認しながら、きょろきょろ辺りを見回していた。

        見つけたアパートを見て、思わず「うわあ……」と声が出た。

        綺麗な外見のオートロック。地元では見たこと無いようなセキュリティーが万全のアパートだった。夏子はどきどきしながら部屋番号を押して呼び出すと、甲高い声が帰ってくる。

        「あら、夏子ちゃん。ちょっと待ってね、開けるから」

        すぐにオートロックは解除され、夏子はわくわくしながら江原宅へと向かった。ふたり暮らしにしてはいい物件である。

        夏子がチャイムを鳴らす前に、ドアが開いた。

        「いらっしゃい、夏子ちゃん」

        「は、春菜さん……！　お久しぶりです！」

        夏子はぺこっと頭を下げる。

        春菜はたおやかに笑って出迎えてくれた。

        白いワンピースに花柄のエプロン。大輪の花柄は上品な雰囲気の春菜によく似合っていた。胸も太股もむちむちとした豊満な体型は、膨張色を着たら太く見えるはずなのだが、着こなしの上手い春菜は胸の大きさだけを強調して見せている。

        夏子は相変わらず綺麗な姿に、顔がカァーッと熱くなるのを感じたが、春菜は小首を傾げただけで気付くこともない。

        久々に近くで見ると、彼女の優し気な笑顔に夏子はくらくらとする。

        横目でちらちらと身体の上から下まで盗み見る。家事を続けていればすぐ乾燥しまう手も、ハンドクリームできっちりケアしているのだろう。手荒れひとつ見つからないつるりとしており、爪先も綺麗に光っている。

        垂れ目で優し気な目のまつ毛は軽くカールしているのがわかるし、ふっくらとした唇はリップクリームで艶めいている。

        結婚してもなお、綺麗にしている春菜はやっぱり素敵だと夏子は惚れ惚れとする。

        なにより。隣に立つと春菜の胸の大きさがよくわかる。この胸に顔を埋められたら、どんなに気持ちがいいだろうとついつい想像してしまう。ふわふわしたマシュマロみたいなものか、弾力のあるゴム鞠みたいなものか。

        女同士なら「触らせて」と胸を触り合いする機会もあるが、兄の奥さんと夫の妹という関係は微妙だ。

        「それじゃ、お部屋に案内するわね」

        夏子の妄想も知らず、春菜はたおやかに笑いながら、部屋の案内をしてくれる。そのとき、ふわんと甘い匂いが掠めるのに気付いた。市販の刺激臭のするシャンプーではなく、花の匂いを際立たせている高級シャンプーだろうか。その匂いにめまいを覚えながら、春菜についていった。

        夏子に与えられた部屋は広く、シングルベッドにカウンター、作業デスクまで完備されていた。その端に夏子の送った段ボールが置かれている。

        「こんないい部屋を貸してくれるなんて、もったいないですよ」

        「あら。そんなことないわよ。冬彦さんってば最近どうしても出張が多くって、ひとりでいるのが退屈だったんですもの。それにもうすぐ単身赴任だしね。夏子ちゃんが来てくれて助かっちゃったわ」

        「兄さんもそんなこと言ってましたね。あれ、そういえば兄さんは？」

        はたと思って夏子は口にしてみる。今日は土曜日だ。

        すると春菜は「ふう……」と腕を組んで溜息をつく。

        「急な出張が入っちゃってね……朝から慌ただしく出て行っちゃったの。今回は次の日曜日まで帰ってこないんですって」

        よりによって、引っ越してきて最初の一週間を、春菜とふたりっきりで過ごすだなんて聞いてない。せめて連絡してくれればよかったのに、と今はいない冬彦を責めるが、急な出張で急いでいた人間が、居候する妹に気を遣う道理もないのだ。そもそも冬彦は、夏子の気持ちなど知る由もない。

        内心パニック状態になっている中、春菜はクスクスと笑う。

        「ごめんなさいね、急にこんなことになっちゃって。夏子ちゃんも右も左もわからない場所に私とふたりっきりで放り出されても困っちゃうわよね。せめて、今晩は好きなものをいっぱいつくるから、なんでもリクエストがあったら言ってね？」

        そう茶目っ気たっぷりに言われたら、夏子は必死で笑って誤魔化すしかなくなる。まさか後ろめたいことを考えているなんて、正直に言える訳がない。

        人妻に横恋慕なんて、童貞じゃあるまいし、口になんてできない。

        「は、春菜さんがいてくれたら、私はそれだけで充分……って、なにを言ってるんですかねえ私も!?」

        おどけたようなことを言うので、精いっぱいだった。春菜が困ったように首を傾げているのを見て、ますますへこむ夏子であった。

        　

        ＊＊＊

        　

        どこもかしこも春菜の匂いがする。正確に言えば、春菜の使っている高級シャンプーの移り香があちこちから漂ってくるのだが、夏子にはそれの区別が付かなかった。

        料理上手の春菜のつくった今晩のご飯はアクアパッツァにサラダパスタ、ミネストローネにデザートにレモンソルベと、至れり尽くせりで、申し訳なさで夏子は縮み込んでしまった。

        でも……。一番食べたかったものについては、言える訳がなかった。

        春菜さんを、食べたい。

        裸にして抱きしめたい。彼女からする甘い匂いを、心おきなく堪能したい。あのすべすべの肌は舐めたらどんな味がするだろう。ベッドに彼女を押し倒したら、いったいどんな顔をするんだろう、イクときはどんな表情になるんだろう……妄想は止まらなかった。

        　

        お風呂を借りれば、シャンプーの匂いでめまいを起こし、必死でその匂いを嗅がないようにして出てきたら、カラスの行水になってしまった。

        あまりに早く出たため、春菜に心配されて声をかけられる。彼女からは存在感豊かな匂いがし、それに夏子はのけぞりそうになるのを、足を踏ん張ってこらえる。

        「あら、夏子ちゃん。温まらなくって大丈夫？　それとも体調不良だったかしら？　ええっと、栄養剤はあったかしら……」

        そんなにオロオロされてしまうと、夏子のほうがいたたまれなくなる。

        「いえ、充分あったまったので、のぼせちゃいそうですよ！」

        必至でそう言い訳して、春奈の甘い匂いから逃れようと、あてがわれた自室へと逃げ込んだ次第だ。

        ドアをぱたんと閉めると、ルームウェアでぺたんと自室のベッドに座り込み、夏子は考える。

        自分は童貞の中学生か。悶々と頭に渦巻くのは、春菜のころころと笑う笑顔、ワンピースとエプロンに閉じ込められた柔らかそうな身体、パレッタでまとめた髪が揺れてちらりと見えるうなじ、そして立ちこめる甘い匂い……。

        くらくらとしてきた夏子は、たまらずルームウェアのキュロットの隙間に、手を突っ込んでいた。

        本当に童貞よろしく彼女の秘芽は既に熟れてしまっていた。そこを指で摘まんでこりこりと擦る。

        「ん……っ」

        声が漏れる。

        春菜の柔らかそうな胸に顔を埋めてみたい、ハリのある太股に触ってみたい、彼女の濡れている秘裂に指を這わせてみたい……。それは青少年男子の考える妄想だと自嘲しながらも、指を止めることができなかった。

        彼女はいったいどんな声で鳴くんだろう。冬彦とはいったいどんなセックスをしているんだろう。もし旦那の妹に押し倒されたら、どんな顔をするんだろう。脅えた顔をして綺麗な顔を歪ませてしまうんだろうか。それとも恍惚な表情を浮かべて蕩けてしまうんだろうか。

        妄想はとめどなく溢れ、春菜のいろんな表情を想像してしまう。

        既に彼女の秘裂はどろっとした愛液を撒き散らしてショーツを汚していたし、ブラジャーを付けていないトレーナーに硬くなった胸の尖りが浮かんできていた。

        「ふっ……あっ……あぁあ……っ」

        途端に、どろっとした愛液が指を汚し、気怠い疲れが腰を襲った。夏子は手に付いた愛液に顔をしかめて、カウンターに置いてあるボックスティッシュに手を伸ばして、手を拭いてゴミ箱に捨てた。

        いくらなんでも、駄目だ。どれほど好きで憧れてはいても、相手は女性、人妻でしかも兄嫁だ。夏子は罪悪感でいっぱいになり、ひとまずベッドから起き上がる。

        トイレに行ってさっさと寝てしまおう。春菜に対して申し訳ない。そう思って部屋を出たとき。湯気に乗った甘いシャンプーの匂いが通っていった。思わず振り返った夏子は、目を見開いてしまう。

        バスタオルを巻きつけているとはいえ、裸の春菜が、きょとんとした顔で夏子を見ているのだ。

        風呂上がりで、血行がよくなった彼女は頬を赤く染め、汗を浮かべて悩ましい表情をしている。長い髪がぺたんと背中にくっついてしまっているのもまた、美しい。

        「は、春菜さん……は、裸のままですごくかわいい……じゃなくて、か、髪がまだ濡れてますよ！　ちゃんと拭きましょう!?」

        「あら、ごめんなさいね。夏子ちゃん。でも……」

        慌てて棚からタオルを一枚引き抜いてくると、それで春菜の長い髪をわしわしと乾かす夏子。されるがままになりながら、春菜はぽつんと言う。

        「欲求不満な中で、あんな声聞いちゃったら、私だって動揺するわよ……？」

        「声……ですか？」

        「だって夏子ちゃん。ひとりで……してたんでしょう？」

        春菜からそんな言葉を聞いてしまい、夏子はボフン。と顔に熱を持たせる。

        「な、なんのことですか……？」

        必死で誤魔化そうとするが、声が裏返ってしまって、説得力がない。春菜はのんびりとしたまま、口を開く。

        「だってうちのアパート、壁が薄いのよね。家の中の声は全部筒抜けだから、台所で食器洗ってても夏子ちゃんの悩ましい声が聞こえちゃうのよ……もう、困っちゃうわ」

        気持ち悪がられた……。

        夏子はしおしおと力が抜けていくのを感じた。

        よりによって、居候一日目で春菜にムラムラしてしまって、ひとり遊びしていたのを全部聞かれた上に指摘されてしまったら、もう居候を続ける自信がない。

        どうしよう。どうしよう……。

        ズーンとひとり暗くなる中、春菜は「うふふ」と笑う。

        「だから一生懸命身体を洗ってきて、急いで出なきゃって思ったのよね」

        「あの……春菜さん？」

        夏子は恐る恐る振り返る。彼女が浮かべている笑みは、いつものふわふわとしているものとは異なり、ずいぶんと色っぽい。

        「ふふっ、私もそんな気分になっちゃったんだもの」

        彼女のその言葉に、夏子は知らず知らずのうちに、ごくんと唾を飲み込んでしまった。春菜は夏子の頬を両手に挟んで、唇を押し当ててきた。

        唇を軽く吸ったかと思うと、コンコンと夏子の唇を舌でノックし、薄く開いたところを押し入って、彼女の歯茎、歯の隙間、舌の付け根までを蹂躙してくる。ザラリとした感触に、他人の体温が口越しにダイレクトに伝わる。それに、いちいち舌に刺激をしてくるこんなキスは、はじめてだった。

        いったいどれだけキスをしていただろうか。酸素が足りなくなり、頭がぼーっとしてきて、口の間からよだれが出てきたところで、ようやく春菜は唇を離してきて、夏子の垂らしたよだれを舐め取る。そしてようやく顔を離した。

        「夏子ちゃんったら、かわいいわ」

        「は、春菜さん……でも、これは……」

        浮気、という文字が頭に浮かぶが、春菜は頭の中を読んだかのように蠱惑的に笑う。

        「あら、女の子同士だったら浮気にはならないでしょう？」

        そうなんだろうか。一瞬疑問には思ったが、春菜が豊満な胸を押し当ててくると、どうでもよくなってしまった。タオル越しとはいえど、彼女の柔らかいふにふにとした感触がたまらず、夏子は拒めない。

        春菜は笑顔で、そして妖艶に夏子の耳元で囁いたのだ。

        「廊下にずっといたら寒いわね。続きは部屋でしましょうか」

        夏子はそれに頷くしかなかったのだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        普段、冬彦と春菜が使っているはずのベッド。そこに夏子は招き入れられていた。

        想像の中では、組み敷くのは夏子のほうだったし、組み敷かれているのは春菜だった。だが現実は違った。

        夏子のルームウェアを下着ごとすっぽんと脱がせた春菜は、嬉々として上に乗って、彼女の隅々を触ってきたのである。

        春菜の胸はふわふわしているが、夏子の胸は弾んでゴム毬のようなハリがある。それに春菜は吸い付いて、れろれろと舌を這わせてきたのだ。

        ひとり遊びのせいで、すっかりと主張していたオレンジ色の尖りに近付いた春菜は、そこに軽く唇を押し当てたと思ったら、じゅるっと音を立てて吸い上げる。そこは甘い痺れをもたらし、夏子の喉から自然と声が漏れ出る。

        「あっ……春菜、さ……」

        「うふふ、夏子ちゃんったら、おっぱい弱いのね……？」

        胸に吐息が当たり、ますます熟れた尖りに、夏子は羞恥で顔を逸らす。ひとり遊びのときに胸を刺激したことは、今まで一度もない。

        「じ、ぶんじゃ……わかんないです……」

        「そーう？　でも女の子だっておっぱいはずっと刺激してないと気持ちよくはないのよ？　ひとりエッチのときに、そこ触ってたの？」

        聞かれてしまっても、夏子はぶんぶんと首を振るしかできない。それに春菜はようやく顔を上げて、夏子を見下ろしてきた。

        「じゃあどこを弄ってたの？　お尻？」

        「ク……」

        「どぉこ？」

        意地悪だ。夏子はじわりと眦に涙を浮かべる。まさかベッドの上の春菜が言葉攻めしてくるなんて、ちっとも想像していなかったことだ。

        夏子は口にすることができず、ただ下腹部に手を這わせた。裸だと茂みと茂みが擦れ合って恥ずかしいが、夏子は自身の茂みをかき分けて、秘芽を差し出す。そこは春菜に何度も胸を弄られたせいか、一度達して縮んだはずなのに、再び主張をはじめていた。

        「ここを……指で弄って」

        「ああ、ここね」

        そう納得した春菜は、事もあろうに顔をそこまで移動させると、その秘芽に口を付けてきたのだ。ザラリとした舌の感触に、夏子は「ひいっ……！！」と声を上げる。性帯感ではあるが、処女の夏子からしてみれば、そんなところ口にするべきところじゃないと思ってしまう。

        「は、るなさ……そんなとこ、汚いっ……！」

        「あらぁ……夏子ちゃんの身体に汚いところなんてないわ？」

        「そ、こで、しゃべんないで……！！」

        秘芽に熱い吐息がかかると、それだけで羞恥と一緒になにかが背中からせり上がってくる。

        夏子はばたばたして太股で春菜の頭を挟んでしまったが、春菜は気にする素振りもなく、秘芽を口に含み、舌でころころと転がしてくる。

        自分で触ることはあっても、人に触られたこと、ましてや舐められたことや吸われたことなんてなく、夏子は下半身の火照りが溜まってくるのがわかった。

        「はるなさ……いやぁ……らめ……」

        「うふふ、愛液も溢れてきたわね。人に触られるのはじめてなのね。こんなに敏感に反応しちゃって、かわいい」

        既に秘裂からもぐしょぐしょに愛液が垂れ流れてきて、指で茂みをかき分けられて秘裂の浅瀬をなぞられ、秘芽は音を立てて舐められてときおり吸われる。

        あまりにも未知の悦楽で、夏子は目を白黒とさせていた。ひとり遊びをすることはあっても、他人に、ましてや女性に刺激をされたことなどない。しかも相手はずっと憧れていた人だ。春菜に触られ、舐められているのだと思うと身も心も蕩けそうだった。だんだんと頭が白くぼーっとしてくる。

        「やっ……だめっ……やぁあ……」

        「大丈夫、怖くないわよ、夏子ちゃん」

        「ふっ……うぅ、ふわあぁ……」

        頭がだんだん霞んでくる。春菜に触れられ舐められている感触以外、なにもわからなくなってくる。

        秘芽に歯を立てられた途端、夏子の瞼の裏がチカチカと光って、頭の中が真っ白になった。秘裂からはぐちゅりと愛液が溢れ出る。さっきまでの水みたいなものではなく、粘りを帯びたものだ。力が抜けきってしまって入らない。こんな感覚は、生まれて初めてだった。

        夏子は足を広げたままぐったりとしているのに、春菜はにこにこと笑ってティッシュで拭ってくれる。

        そのまま布団をかけて夏子の隣でもぞもぞと寝転がるのに、夏子は恐る恐る春菜を見た。

        「あの……兄さんと一緒に使っているベッドでこんなことしちゃって……よかったんですか？」

        「さっきも言ったでしょう？　女の子同士だもの。浮気じゃないわ」

        とはいえど、あられもないところを散々言ったし、見せてしまったあとにモラルの話をしても、説得力なんてかけらもないとは夏子もわかっている。

        夏子が落ち込んでしまっているのに、春菜はくすくす笑いながら夏子を抱き寄せてきた。ふたりの胸がぐにゃりと当たり、柔らかさに思わず身を任せる。

        「それに、私と冬彦さん。倦怠期だから。本当にこの一年なぁにもしてないのよ？」

        こんな綺麗な人と、一年もなにもしてない？　春菜の告白に、夏子はめまいを覚えた。

        春菜は妖艶な雰囲気のまま笑う。

        「悪ぅーい人妻ね。ごめんなさい」

        「それは……だって春菜さん。いい人ですし……私、好きですし……」

        思わず口から出てしまった言葉に、夏子はしまったと思ってうつむく。

        するとくすくす笑う春菜は、夏子の唇を啄んでくる。さっきみたいな酸素が足りなくなるようなキスではなく、労るようなもので、いやらしさのかけらもない。

        「私も夏子ちゃん好きよ。悪い遊びに付き合ってもらって、うれしかったわ」

        ふわんと立ちこめる甘い匂い。シャンプーではなく、春菜自身の匂いだとわかった。

        彼女の柔らかさ軽やかさに身を任せて、夏子も春菜の頬に唇を押しつけた。

        「遊びでも……幸せです」

        「まあっ！」

        ふたりでくすくすと笑いながら、互いの頬にキスをし合う。それは先程さんざん喘ぎ声を上げていたふたりではなく、本当に少女同士のような微笑ましいものだった。

        

        　

        　

    

    
        第二章

        　

        その日の夕飯は、ご飯に大根の味噌汁、小松菜と薄揚げの煮浸し、ブリの照り焼きという和風なおかずが台所では完成していた。

        彼が単身赴任で帰ってこないときは夏子の好きな洋食が並んでいるが、冬彦が家に帰っているときは、こうして彼の好物が並ぶのである。

        夏子が春菜と一緒に、食事の支度をしているのを、冬彦は新聞を読みながら眺めていた。

        「俺がいない間、ふたりともどうなるかと心配していたけど、仲良くやっているようで安心したよ」

        そうしみじみ言うのに、夏子は内心ギクリとする。それに対して春菜はクスクスと笑っている。

        「あら、やぁだ。女ふたりの間に入れなくって、冬彦さん妬いてるの？」

        「そんなんじゃないよ。ただふたりが姉妹みたいだと思っただけだ」

        「そーう？　ねえ、夏子ちゃん」

        ふいに話が振られて、夏子は慌てて笑顔をつくる。

        「春菜さんがお姉さんだなんて、光栄ですよ……！」

        「そうだなあ。お前、ずっと春菜のこと気にしてたもんなあ」

        「兄さん……！」

        冬彦はなんの悪意もないのだろうけれど、いちいち夏子の弱いところをつついてくるのだからたまらない。それに春菜はにこにこしながら「ふーん」とだけ言った。

        食事を並べて、三人で手を合わせていただきはじめる。夏子は内心ドキドキしていた。

        からかうのが好きな春菜のことだ。格好の餌を見つけたと、早速それをネタに自分にいたずらするんじゃないだろうか。そう思うと、心臓に悪いのと同時に、背徳感でむずむずとしてくる。

        初めて一緒に寝てからずっと、冬彦の目を盗んでは、ずっといちゃいちゃしている夏子と春菜であった。

        　

        ＊＊＊

        　

        冬彦がお風呂に入ったのを確認してから、春菜が腰に手を当てて夏子を見た。

        「ねえ、夏子ちゃん。いつから私のことを気にしてたの？」

        「さ、さあ……？　兄さんってばいつのことを言ってるのかわかりません……？」

        「まあっ！　かわいいとぼけ方をしちゃって！」

        そう言いながら、春菜は夏子をソファーに押し倒す。夏子は慌てて廊下のほうを見る。風呂場のほうからは湯船のカポーンという音が響いている。何分このアパートの壁は薄いのだ。こちらの音だって風呂場に聞こえるかもしれない。

        「は、春菜さんっ……！　ここリビング！　それに兄さんがもし出てきたら……！」

        夏子は必死に声をすぼめて春菜を押しとどめようとするが、春菜はくすくす笑いながら、キスができそうなほど顔を近付けて笑う。すっかりとふわふわした奥さんの顔はなりを潜めてしまい、ベッドの上の妖艶な顔を覗かせていた。

        「大丈夫よ、冬彦さんは長風呂だから。一時間は出てこないと思うわ。それまでいろいろできるでしょう？」

        そう言うと、春菜はするっと夏子のトレーナーを捲り上げてしまう。カップ越しに胸をぐにぐにと揉まれてしまったら、胸が弱い夏子の理性はたちまち揺らぎ、甘い声を上げてしまう。必死に漏らさないようにと頑張るものの、声を喉に塞き止めることができない。

        「やっ……あぁ……だめ、春菜さ……っ」

        「うふふ。まだおっぱいを揉んだだけなのに、もうこんな声を上げちゃって。下を弄っちゃったらどうなるのかしら？」

        「だ、めぇ……」

        どうにか手を振りほどいてリビングから離れたかったものの、スカートは春菜の膝が踏んでいるし、逃げられない。春菜はくすくす笑いながら、夏子の唇を食んだ。子供があやされるように、混乱していた夏子も少しずつ落ち着いてきて、春菜の舌に自分のものを絡められる余裕も出てきた。

        何度も吸って吸われて食んで食まれてを繰り返して、ようやく唇を離したときには、ふたりの間に透明の橋ができていた。

        「もーう、夏子ちゃんったら本当に初心うぶなんだからぁ。大丈夫だって言ってるでしょう？」

        「で、でも……兄さんに見つかったら、私たち」

        「大丈夫だったら。でもそうねえ、今日は夏子ちゃんそういうプレイのほうが好み？」

        「好みって……」

        そもそも女同士で触り合いをしている中で、更に過激なものを求められても困る。春菜は少し立ち上がると、「ちょっと待っててね」とリビングを後にしてしまった。

        トレーナーを捲り上げられているのに放置って、上半身を起こせばいいのか寝転んで待っていればいいのかわからない間に、春菜は帰ってきた。

        持っているのは卵形の電子機器のようだ。

        「ローターを試してみましょう」

        それは夏子も聞いたことがある。大人のおもちゃという奴だ。なんでそんなものを春菜が持っているんだろう。

        「この一年全然シてないのよ。だからひとりで遊べるようにいろいろ買ったんだけど、割と具合がいいのよ。だから夏子ちゃんもどうかしら」

        「どうかしらって……！　私、そういうものの使い方とか、わかりませんし……」

        「簡単よ？　スイッチを押すと振動するの」

        そう言ってスイッチを押すと、途端にローターがブブブと音を立てる。興味はあっても今までは全然縁がなかったものだ。振動だけで気持ちよくなるものなんだろうかと、半信半疑である。

        春菜は、軽く夏子のブラジャーのカップをずらすと、ローターをオレンジ色の尖りに押し当てた。ブブブと振動し、ウェーブに合わせて胸もぷるんぷるんと揺れる。

        「あっ……あっ……!!」

        途端に頭は真っ白になる。いつも寝るとき、春菜が丹念に舐めたりなぶったりしてくれるが、それと異なる感覚が、たまらなく気持ちいい。

        犬のように息を荒げ、口を半開きにして振動に身を任していると、思わずうっとりとしてしまう。既に全身の力は抜け、ときおり「うッ」と痙攣のように反応するのを春菜は楽し気に眺めている。

        「まあ……おっぱい弱い子に使ってみたら、こんなに好反応してくれるとは思ってもいなかったわあ。でもこれ、まだ振動弱なんだけど」

        「じゃ、じゃくって……じゃあ……」

        「強くしたら夏子ちゃんどうなっちゃうのかしら？　さすがにいきなり強は可哀想だし、中くらいにしちゃいましょうか。えいっ」

        春菜が再びスイッチを弄る。ブブブブと震える振動がさらに強くなり、夏子の声は更に甘いものへと変わっていく。胸の刺激が痒い、痛い、気持ちいい、痛い、気持ちいい……。

        「やっ……あぁ……あああぁ……！！」

        「まあ、夏子ちゃんってばすごい。乳首あっという間に硬くなっちゃったわねえ。それにショーツのほうはどうなってるのかしら」

        「ま、って……スカートめくっちゃ、や……！」

        スカートをめくろうとする春菜を止めたくても、尖りへの衝動が気持ちよすぎて、夏子の力はすっかりと抜けてしまっている。春菜はスカートもめくり上げると、それを見て「あらあら」と春菜は笑う。

        夏子の穿いているベージュ色のショーツの色は、一部がすっかり変色してしまっていたのだ。

        「もしかして、おっぱい気持ちよくって濡らしちゃったの？」

        「ぁあ……あぁ……」

        「こーら、返事なさい」

        「あぁんっ……」

        カップのもう片方の尖りもきゅっと抓ると、途端に夏子の腰は跳ね、ショーツからはぐちゅりと湿った音がする。

        まるでお漏らしした子供を叱る母親のようなシチュエーションで、夏子はとうとう涙が出てしまう。

        「き、もちいいからぁ……きもちいーから、もっと、ふつうに……っ」

        「あらあら。ごめんなさいね、意地悪し過ぎちゃったわね。泣かないで泣かないで」

        声を上げて泣きだした夏子を、春菜は血相を変えて抱き締め、ぽんぽんとあやすように頭を撫でる。

        「夏子ちゃんがかわいくって、ついつい意地悪しちゃったの。ごめんなさいね」

        「は、るなさ……キス……」

        「そうね、仲直りのキスをしないとね」

        かちっとローターのスイッチを切ると、そのまま夏子の唇を吸おうと……した、そのときだった。

        「おーい、春菜ー？　シャンプーが見つからないんだけど」

        廊下から、冬彦の声が聞こえる。

        リビングのドアノブが傾くのが、スローモーションに見えた。

        まずい。春菜は慌てて夏子のトレーナーを引き下げ、スカートを引き下げる際にローターを夏子のショーツの中に放り込んだ。そして名残惜しげに口元を拭う。

        夏子がぎょっとしている間に、春菜は起き上がってドアのほうに振り返った。ドアが開くと冬彦はきょとんとした顔で、ソファーで寝転がっている夏子と春菜を見比べる。腰をタオルで巻いている冬彦に、夏子は気まずくなって目を逸らした。

        「なんかやってたのか？」

        「テレビで健康チェックの方法をやっていたから、夏子ちゃんと一緒にやっていたのよ。なかなかお医者さんのようにはいかないわねえ」

        行為に夢中になって、つけっぱなしになっていたテレビには、たしかに健康番組が流れ、医者が最新の健康方法について語っていた。それにちらっと冬彦が視線を向けたことからして、納得してくれたようだ。

        「そうなのか……なかなか難しいんだなあ」

        「シャンプーね。ストックの場所教えるから、詰め替えておいてね」

        春菜はいつもの調子で冬彦を連れて脱衣所に去っていく。

        あまりにもの普通の夫婦の会話で、夏子は呆気に取られたまま寝転がっていた。さっきまであれだけ盛り上がっていたのに、放置されたせいで溜まった熱が行き場もなく夏子の下半身に溜まっていく。

        そんな中。ブブブとショーツの中のローターが震える。

        「ちょ……やだ……！」

        春菜はわざとなのか慌ててなのか、ローターが当たっているのはちょうど夏子の秘芽の部分だ。いつの間にかスイッチが入ってしまっていた。

        敏感な場所に強制的に刺激を与えられ、必死でスカートを引きずり上げてショーツからローターを出そうとするが、慌てれば慌てるほどかえってローターを押しつける結果になり、身体の中にぐるぐると熱が溜まっていくのがわかる。

        「ひ……やぁ……あぁ……んっ……」

        必死で唇を噛んで声を殺そうとする。まだ脱衣所にいるはずの冬彦に声が聞こえたら一大事だ。夏子はローターを取り出すのを諦めて、必死に唇を噛んだまま刺激に耐えていたら、ようやく春菜が戻ってきた。

        「ごめんなさいね、夏子ちゃん。お待たせしちゃって……あら、夏子ちゃん？」

        「は、るなさ……スイッチ……切って……」

        「あら？　ごめんなさいね？」

        春菜は慌ててスイッチを切ろうとするが、それは反対だった。最大出力の振動が、夏子の秘芽を襲う。

        ただでさえ敏感な場所な上に、先日以来、春菜に開発されていた場所だ。おまけにさんざん刺激された上で放置された直後なのだから、たまったものじゃない。

        「ああああああああああああああああ」

        気持ちいい、気持ちいい、気持ちいい、気持ちいい。ローターの刺激のせいで、秘芽はすっかりと熟れてショーツ越しからでもピンと張りつめているのがわかる。そして頭は馬鹿になったみたいに、秘芽を襲う刺激のことしか考えられなくなっていた。

        今の夏子は、兄が近くにいるとか、ここがリビングだとかも忘れて、ただよだれが出るのも無視して口を開けていた。

        「きゃっ!?　夏子ちゃん!?　夏子ちゃん……!?」

        驚いた春菜がすぐにスイッチを切ってくれたが、もう遅かった。

        プシャーと音を立てて、ショーツを濡らしてしまったのだから。

        夏子は呆けた顔のまま、天井を見ていた。さっきまで自分を襲っていた悦楽が引いた途端に、ショーツの生ぬるい感触が襲ってきて、頭も冷えてきた。

        恥ずかしい！　あまりの気持ちよさについお漏らしをしてしまったのだ。自分の股間はいったいどうしてしまったのか。混乱して我を失ってしまいそうだった。

        「わ、私……」

        夏子の声には嗚咽が滲んでいる。

        最低だ。最悪だ。冬彦が風呂に入っているのをいいことに、いいことしようとしたら、罰が当たってリビングでお漏らしだなんて。成人女性のすることではない。

        春菜は冷静にスカートを捲り上げると、ショーツからローターを取り出した。

        「夏子ちゃん、安心して。これお漏らしじゃないわ。潮よ？」

        「し……しお……？」

        潮を噴く。鯨のようにぷしゃーと噴き出すそれはアダルトビデオの作り物の中だけの出来事であり、都市伝説だと思っていた。春菜はぎゅっと夏子を抱き締めてくる。

        「気持ちよ過ぎちゃったから、潮を噴いちゃったのね？　でもこれは嫉妬しちゃうわねえ？」

        「あの……春菜さん？」

        「冬彦さんにはシャンプーもちゃんと渡しておいたし、今度こそ一時間は出てこないと思うわ。だから安心して？」

        春菜はそう言いながら、夏子の唇を食む。

        「今度は私がきっちりイカしてあげるから」

        そしてそのまま押し倒そうとするのに、夏子はさすがにストップとばかりに春菜を押し留めた。

        「せ、せめて場所は変えましょう？　あと、声。どうしましょう？」

        さっきみたいに冬彦が風呂の途中で出てきてしまったら、次は言い訳できない。春菜は「そうねえ……？」と小首を傾げた。

        　

        ＊＊＊

        　

        夏子のショーツはさっさと洗濯機に放り込んできて、続きは夏子の部屋ですることとなった。

        冬彦に見つかりたくない。声を聞かれたくはない。そう言ったが、たしかにそう言ったが。

        服は全て剥かれて、声を出さないようにとハンカチを咥えさせられていた。そして春菜の舌が夏子の身体を這っている。春菜はいつものすとんとしたワンピースを着ているのに、自分だけ裸は恥ずかしい。

        何度も抗議として「んーんー……っ」と声を上げるが、そのたびに春菜がぷちゅんと夏子の鼻にキスをしてくる。口で息ができない以上、鼻で息をしないと窒息してしまう。

        「ごめんなさいね、うちのアパート壁が薄くって。声が出せない代わりに、うんと気持ちよくしてあげるからね」

        「んー……んー……っっ」

        違う。そうじゃない。

        春菜の身体を触りたくっても、今日は身体を触らせないつもりらしく、丹念に夏子の臍の穴を舐め、手は茂みをかき分けて秘裂に指を挿れている。

        気持ちいい。だがそれを迂闊に認められないのは、いつ冬彦が風呂から出てくるかがわからないからだ。

        もし見られたら。もし見つかったら……。

        妹が自分の妻と女同士で淫らなことをしている。どんな修羅場になるのかなんて想像もしたくない。もうこの先、家族からは勘当され、兄妹の縁を切られてしまうかも。春奈は離婚されて追い出されるのだろうか。しかし女同士だから浮気ではないのだろうか。

        本当は駄目なはずなのに、それでも。夏子はこの行為を止める気はなかった。春菜が欲しくて仕方がない。長い片思いがようやく実ったのに、今更手放すなんて無理だった。

        ぐちゅりと愛液が夏子の秘裂から滲み出て、春菜の指を濡らす。そして秘部はきゅっと指を締め付けた。春菜はくすりと笑いながら、臍に息を吹きかけた。鋭い電流のような快感が腰に来て、ふるりと身を震わせる。

        「怖がらなくってもいいのよ。大丈夫。出てこないから」

        「ん……っ」

        「大丈夫よ、すぐ夏子ちゃんトロトロになっちゃうから……」

        ふいに春菜は夏子と顔を合わせると、頬に唇を押し当ててきた。それで夏子の気が緩み、彼女の秘裂も緩んで春菜の指を更に奥まで銜え込んだ。

        大好きな人に抱かれ、触られているのだと思うと気持ちは昂ったが、どうしても兄のことが気になっていた。春菜は小さく囁いた。

        「そんなに気になるなら、今度外でデートしましょう？　そこだったら思いっきり声を出せるし、誰の目も気にならないでしょう？」

        「ん……」

        女同士で遊びに行くこともまた、デートだ。おまけにふたりは姉妹みたいに仲がいいのだ。きっと誰も怪しまない。

        それはきっと素敵なことだと考えたところで、春菜は「そんな訳で」と夏子の耳の中に舌をねじ込んできた。

        それと同時に、秘裂に挿し入れた指を二本に増やし、ぐちゅりぐちゅりと挿出を繰り返す。

        上も下も音を立てて攻め立てられ、耳も下腹部も犯されているような感覚に襲われ、夏子はハンカチを必死で噛んだ。既にそれはよだれでベトベトになってしまっている。

        「夏子ちゃんは、さっさとイッチャいましょう？」

        「んっ……んんっっ……!!」

        春奈から苛められて自分だけイッてしまうのは申し訳なかった。しかしそんなことを考える余裕はなくなっていた。

        「ほら、いっぱい出てきたでしょう？」

        そのまま指をもう一本増やして、グリッと指をくの字に曲げると、途端に夏子の頭は真っ白になる。そして秘部はヒクヒクと収縮し、春菜の指を締め付けた。その締め付けるのを無視して、過敏に反応した部分を重点的に攻めはじめた。

        一度指で刺激されただけで収縮したのだ。何度も何度も攻め立てられたら、痙攣したようにビクビクビクと身体が震えてくる。

        「ほらっ、イッチャいましょう」

        「ん――――っっっっ!!」

        脳裏は点滅し、瞼の裏はチカチカとする。ただ頭が白濁色に染まるだけでなく、どろりとした粘液が吐き出されたことで、夏子はくったりとしてしまった。

        春奈は夏子にたっぷりとキスを与えた。夏子から漏れ出たよだれを舐め取り、くったりと薄く口を開けている彼女の唇を何度も何度も吸い付く。酸素が足りずに抗議する夏子の胸の先端にガリッと爪を立てたと思ったら、彼女の乳房を揺すりながら、脚を絡める。

        ようやく解放された夏子は、涙を溜めて春菜を睨んだ。春菜は悪戯っぽい色を浮かべて、夏子の涙を指で拭き取った。

        「いつがいいかしら、決めないとね？」

        「一緒に買い物したり、カフェに立ち寄ったり……いろんなところに行ってみたい」

        「私もお友達がいないから、あまり出かけたことがないの」

        耳元でそう囁き合っていると、秘密の計画を立てているみたいでわくわくしてくる。

        だんだんおかしくなってきて、ふたりで抱き合いながら笑っているところで、リビングから声が上がった。

        「おーい、風呂が空いたけど。どっちから入るんだー？」

        「あ、はーい。私から入りまーす」

        そう言って春菜はようやくベッドから降りると、夏子の服をひょいひょいと彼女の前に差し出した。

        「楽しみね。じゃあ予定を空けておいてね」

        「はい、それまで我慢しますね」

        春奈は愛おしそうな目と切ない表情をしながら出ていった。夏子はもぞもぞと服を着替えると、カレンダーのチェックをする。

        今度冬彦が出張で出かけるのは一週間後。その日だったら一日自由だ。

        女同士のデートってどんな格好をすればいいんだろう。どこに行けばいいんだろう。夏子はスマホを取り出すと、早速場所のチェックをはじめた。

        　

        ＊＊＊

        　

        デートは今度の日曜日。行き先はリニューアルオープンしたばかりのショッピングモールになった。そこだったら有名なカフェだったり映画館だったり、いろんな洋服屋が入っているから、一日いても退屈はしないだろう。

        ちなみにこっそりとラブホテルの場所も検索かけてみたら、ショッピングモールから少し離れた場所に、しゃれたセンスの建物がある。ご丁寧に女子会フェアなんてものを大々的にアピールしているから、女同士で入っても「ただの女子会」と思ってくれることだろう。

        何を着て行こうと考えた結果、シンプルなワンピースに肩掛けバッグという出で立ちになり、夏子は姿見を見ながらがっくりと肩を落とす。

        もっとかわいい服を買えたらいいのに、まだ自分の給料だと服だけにそこまでお金をかけられない。

        いつだって春菜は綺麗だ。もし隣を歩くのにふさわしくなかったらどうしよう。夏子は恐る恐る部屋から出て行くと、洗面所で春菜が必死にペンダントを付けようとしていた。

        「夏子ちゃん、……悪いけど付けてくれない？」

        「わかりました。ちょっと後ろ向いてくださいね」

        春菜はしゅんとした顔で、長い髪をかき上げてうなじを露わにすると、その細い首を差し出した。夏子は豊かな長い髪を巻き込まないように気を付けながら、ペンダントを留めた。

        彼女は白いワンピースを着ている。一見するとかわい過ぎて若作りしているように思われがちなタイプのものだが、その上にくすんだ色のカーディガンを羽織り、バラのコサージュで留めることで年相応のしっとりとした色香を見せている。

        首元に月のペンダントトップがちょんとアクセントになっているのを見て、夏子は「あれ？」と首を傾げた。

        「春菜さん、それ……」

        「ああ、これ？　せっかくデートだから付けていこうと思ったの」

        夏子が気付いたことに、春菜は嬉しそうに顔を綻ばせてそれを摘まんでみせた。

        それは、誕生日プレゼントとして、贈ったものだ。花やお菓子みたいな消え物だと無難過ぎるし、ブランド物の財布や鞄だと遠慮してしまうかもしれないと、考えた末に買ったものだ。

        ただの夫の妹と、兄のお嫁さんの関係だったのだから、引っ越した際に捨てられているかもしれないと諦めていたのだが。今も持ってくれて、付けてくれるなんて思いもしなかったので気分も弾む。今日の一日がとてもいい日になるような気がした。

        「うふふ。それじゃ行きましょうか」

        「はい！　じゃ先にどこ行きましょうか」

        「そうねえ……じゃあ先に夏子ちゃんの服を見ましょうか。私も一緒に選んでいい？」

        「み、見てください……！」

        ふたりで他愛ない会話をしながら、出かける。

        今日は晴天。絶好のデート日和で自然と並んで歩くふたりの背筋も伸びる。なによりもふたりは「姉妹で仲良く買い物」なのだから、公然と出かけられるのが嬉しかった。

        　

        ＊＊＊

        　

        ショッピングモールは最近リニューアルしたばかりで、ブランドの店から流行りの量販店まで、何でも取りそろえられている。

        思わず財布を心配してしまう夏子に、春菜が声をかける。

        「あそこはどうかしら？」

        そこはシンプルな服ばかり並んでいる店で、ワンピースも夏子の好みのカジュアルなタイプのものが並んでいる。正直値段も手頃だが、夏子は思わず自分の服を見る。

        大学の頃から趣味は変わっておらず、良く言えば終始一貫しているが、実のところ成長していないのだった。

        「はい、あそこなら安心です」

        「でもねえ、一着くらい大人のレストランに行くような服もいいものよ」

        そう言うと、きょろきょろと視線をさまよわせ、ある店に目を留める。

        そこは有名なブランドの店だ。誰もが知っているが、入ったことがない、当然持ってなどいるはずがない。

        「あそこだったら、いいものがあると思うわ」

        一番に値段を心配してしまうのは、安月給のせいだ。まだボーナスだってもらえない。

        普段は、さんざん性的ないたずらを仕掛けてくる春菜だが、こういうところでは年相応の優しさと頼もしさを見せてくれる。

        「そんなに気後れしなくってもいいわよ。大人の女の品格が出てくるから、安いものよ」

        「そう……でしょうか？」

        「そんなものよ。レストランで食事ができたら素敵じゃない。行きましょう」

        かちこちに固まってしまう夏子の手を引いて、春菜は店に入っていった。

        店員が礼儀正しく「いらっしゃいませ」と頭を下げてくるので、春菜は「フォーマルなワンピースを見たいんですけど」と慣れた口調で聞く。店員はすぐにその場所に案内してくれた。

        夏子は気後れして、そわそわとする。普段入るような店だったら、「自分で見ますから」と断れるが、一歩店に入った途端、ブランド店独特の高級感に飲まれてしまい、上手く口を動かせなくなってしまっていた。

        春菜はそれに気付いたのか、店員に緩やかに会釈を済ませてくれる。

        「あとは私たちで見ますから。あと、試着したいんですが、試着室はお借りしてもよろしいですか？」

        店員が去って行ったのを見計らって、春菜はくるっと笑顔で夏子に振り返った。

        「それじゃ、お着替えしましょうか。夏子ちゃんは好きなタイプの形ってどれがいい？」

        そう言いながら、早速ワンピースを三枚ほど取ってくるので、思わず仰け反った。フォーマルワンピースなんて、どれもこれも夏子には恐れ多過ぎてどんな形があるのかさえわかっていない。

        強いて言うならば、スカートの丈だろうか。

        一枚目はワインレッドのロングスカートで、これはレストランで食事というよりもピアノの発表会用のものに夏子には見える。二枚目はクリームイエローのミニスカートで、膝はかろうじて隠れてはいるものの、やや短く感じる。三枚目はラベンダー色とやや人を選びそうな色ではあるものの、スカートの丈は夏子の好みだし、あまりひらひらとしていないところも気に入った。

        「これ……」

        「あら、これ？　さすがセンスがいいわねえ。スタイルのいい夏子ちゃんだったら、似合うと思うわあ」

        春菜は納得した顔で、ラベンダー色のワンピースをベースに、同じ形のワンピースをあれこれと夏子に押し当てては見てくれた。

        最終的には三枚ほどワンピースを見繕い、それぞれを試着室で着ることになった。夏子は怖々とブランド物のワンピースに袖を通した。何気なくラベルを見て、思わずブルリと身を震わせる。

        今月の通帳残高、どれくらいだったっけ。そう計算しながら、春菜の合わせてくれたワンピースを着てみる。

        「おお……」

        思わず声が漏れていた。

        普段はカジュアルな格好しかしていないが、フォーマルドレスに身を通した途端に、それらしい姿に切り替わったのが新鮮だ。胸はそこまで大きくないものの、脚は長いし、ドレスの裾から覗く脚のラインがちょうどいい。

        これだったら、手持ちのネックレスを付ければレストランにだって行けるだろうと、あれこれとポーズを取って自分の姿を見てみる。

        「夏子ちゃん、サイズは合ってた？」

        「どうですかね。ちょっと見てもらえますか」

        そう言って試着室のカーテンを開けて見せてみると、途端に春菜は破顔した。

        「夏子ちゃん、本当にぴったりだわ……！」

        向こうで店員もにこにこと笑っている。それに夏子は自信を持ったものの、値段が気になる。

        「ええ、私も気に入ったんですけど、でも予算が……」

        「大丈夫。私が買ってあげる」

        「ええ……っ!?」

        春菜のとんでも発言に、思わず仰け反る。専業主婦の春菜に、とてもじゃないけれどこのワンピースを買うお金があるとは思えなかった。

        「あら、気にしなくってもいいのよ？　きっちりお小遣いは貯めているし、今月の予算は別に取っているもの」

        いくら何でもタダで買ってもらうのは心苦しい。これはデートなのだから。夏子はなにかできることを考え、ぱっと思いついたことを口にする。

        「……ランチはおごらせてください。ボーナス出たら、ちゃんとお返ししますから……」

        「乗った！」

        パチンと春菜が手を合わせるのに脱力しながら、ワンピースをお買い上げして、ふたりで次の店に出かけていく。

        休みのせいか、だんだん人通りが多くなってきたので、そろそろレストラン街に行かないと待ち時間がひどいことになってしまい、食事ができないんじゃないだろうか。そう気にしていたら、春菜が「あ」と一点を見て声を上げる。

        「あれ、かわいいわねえ」

        「ええ？　……ええええ？」

        春菜がとことこと覗きに行った店を見て、夏子は目が点になった。

        そこはランジェリーショップ。可愛らしいパステルカラーで包まれたそこは、ウィンドウ越しからでも華やかな雰囲気に包まれている。

        「あそこ、入ってみたいわ……！」

        「ええ……春菜さん、でもランチが……」

        女なのに、夏子は華やかな雰囲気についつい気後れしてしまう。下着はバーゲンのときにスーパーで買うものであって、ランジェリーショップで買うという発想が抜け落ちていた。

        夏子が尻込みしているのをよそに、春菜が目をきらきらとさせて指を差す。

        「だって、ひとりだと入りにくいんですもの。今日だったら夏子ちゃんもいるから、一緒に入れるわよね？」

        夏子からしてみれば、ブランドショップは慣れていないとはいえどフォーマルワンピースを持っていないからと言い訳して入ることができたが、ランジェリーショップは気恥ずかしい。

        可愛すぎるし、ふりふりひらひらしているし、体育会系でさっぱりしている夏子は、可愛すぎるものには足がすくんでしまう性質であった。

        春菜はくすくすと笑って、軽く夏子の腕を取った。

        「ちょっと……春菜さん！」

        「大丈夫よ、夏子ちゃんも絶対に似合うから」

        「無理ですよぉー……！」

        そのまま引きずられるようにして、店内へと足を踏み入れてしまった。

        レースたっぷりのブラジャーとショーツのセットに、パステルカラーのかわいいキャミソール。ビスチェ。どれもこれも扇情的で男性受けを狙っているというよりも、女性のかわいいものに包まれたいという本能を刺激するようなもので満ちている。

        この中でせっせと買い物に勤しんでいる女性陣も、彼氏のためと言うよりも、自分の楽しみとして買い求めているみたいで、全体的にいやらしさがない。

        それに「うう……」と縮こまっている夏子を尻目に、春菜は楽しそうに下着を見て回りはじめた。

        可愛らしい店の雰囲気にすっかりと飲まれてしまった夏子は、春菜に腕を取られたまま、されるがままになっていた。

        「ほら、見てみて、夏子ちゃん。これかわいいわよね？」

        春菜はそう言ってひょい、とベビードールとショーツのセットを掲げた。

        前で開くタイプのベビードールは白く、うっすらと透けているのが気にならなかったら、たしかに春菜には似合いそうだ。

        「春菜さんに似合いそうですよね」

        「あぁら、やあだ。夏子ちゃんに似合うと思ったのに」

        「こ、これはさすがに……！」

        胸はかろうじて透けてはいないものの、こんな透け透けの下着、一度も着たことはない。夏子が顔を真っ赤にしている中、春菜は楽しげにもう一枚手に取る。

        「白が恥ずかしいんだったら、こっちはどーう？　こっちは黒ね」

        「く、黒……！　余計に恥ずかしいですよ!?」

        下着で黒だと、どうしても挑発的になってしまい、何度も春菜と寝ていてもなお初心なままな夏子には厳しい。

        春菜は「そうねえ……」と言いながらベビードールとショーツをがさがさと漁りはじめた。

        まさかこんなものを着た自分を夏子は想像できない。扇情的で色っぽくてなんだかアダルトビデオの女優みたいだ。ベッドの上では妖艶な春菜はああいうものを着ても絶対に似合ってしまうんだろうけれど、いつまで経っても子供じみている自分が似たような格好をしても釣り合わない……。

        そう歯がゆく思いながら、思わず自分の胸に手を当ててしまっていたら。春菜はあっさりと「ならこれは？」と差し出してきたのだ。

        それはパステルブルーのベビードールとショーツのセット。かわいいけれど甘過ぎず、いやらしさと健康的が絶妙に入り交じったデザインだ。気のせいか春菜の持っている白いベビードールよりもレースが少ない。

        「かわいい……」

        夏子が思わずぽろりと言ってしまった言葉に、くすくすと笑いながら、春菜は夏子に耳打ちした。

        「これを着たところを見てみたいの」

        「……っ！　春菜さん……!!」

        夏子が抗議の悲鳴を上げても、春菜はくすくす笑ってふたつのベビードールを持ってレジに行ってしまった。

        あんなかわい過ぎる格好でエッチなことするの……？　思わずむずむずするが、あの白いひらひらとしたそれを春菜が着るのを想像してみる。

        春菜の身体のラインは豊満で、おまけにいい匂いがする。白いベビードールに押し込まれた春菜の胸に、レースからちらちらと見え隠れする彼女の極上の腰。そこから覗く太腿。少しくらいは気恥ずかしそうにしてほしいが、きっと彼女は羞恥心ひとつない笑顔でその格好のまま自分にしな垂れかかってくるだろう。

        きっと絶妙にかわいいだろうと思うと、喉が鳴った。きっと春菜も同じことを思っているんだろうと考えたら、じゅくりと下半身が濡れるのを感じるが、それには首を振った。

        まだホテルに着いてもいないのに、そんなことばかり考えていたらエッチな顔になってないかと思わず頬に両手をあてた。

        

        　

        　

    

    
        第三章

        　

        ランチも食べ終え、腹ごなしにウィンドーショッピングを続けていたふたりは、いよいよ目的地に到着した。ふたりとも既に意識していたので、何も言わなくても足は自然に向いてしまっていた。

        そこは、一見するとヨーロッパのアパートみたいなデザインの建物だった。もちろんベランダは飾りで、実際は中から出ることはできない仕掛けになっているのだが。夏子は春菜と一緒に荷物を持って、自販機の前でどの部屋にするか迷っていた。

        ディスプレイに映るのはＳＭプレイや、全面鏡張りの部屋とか。呆気に取られている間に春菜が選んだのは、大きな天蓋付きのベッドのある絵本のお姫様が出てくるような部屋だったので、夏子は心底ほっとした。

        もうここまで来たら春菜は周りを気にすることなく、夏子の腕に抱きついて豊満な胸を押しつけてくる。それに夏子は顔を赤くしながら、エレベーターまでをてくてくと歩いていた。

        「私は、こういうところへ来るのは初めてで……」

        「私も女の子と来るのは初めてよ。ドキドキするわねえ」

        「そう、ですよねえ……」

        春菜の言葉に、夏子は内心ほっとする。

        今日は春菜のエッチな悪戯をしてくる側面ばかりでなく、頼りになる大人の女性の部分もたくさん見せてもらった。そんな彼女に少しでもドキドキしてもらえたのなら、こんなに嬉しいことはない。

        エレベーターに乗って、目的の部屋へと急いで行った。こんなところで誰かに出くわすとどんな顔をすればいいのだろう。どうか誰にも会いませんようにと夏子は祈った。

        中に入った途端、夏子は「ふわあ……」と声を漏らしてしまった。

        ラブホテルとはこういう作りなのか、浴室が丸見えだ。ガラス張りになっている。春菜はさっさと湯船にお湯を張ってきて、お湯が完了するまでの時間を使って、ホテルのアメニティーやルームサービスのメニューのチェックをはじめた。

        「あら、ここのケーキおいしそう」

        ルームサービスの軽食ページを見て、春菜は楽し気に声を上げる。女子会の利用を宣伝しているだけあり、軽食やデザートにはずいぶんと力を入れているようだ。

        「たしかにおいしそうですね。でもケーキって、その……エッチする前とした後とどっちに頼むんですか？」

        居酒屋だったらいざ知らず、ラブホテルの礼儀を夏子は知らない。さんざんエッチしておいて童貞みたいなことを言う夏子をからかいもせず、春菜は小首を傾げて言う。

        「あら。私、夏子ちゃんの裸を誰かに見られるの嫌よ？」

        「だったら、今頼んじゃいましょうか……」

        春菜が電話で注文しているのを見ながら、夏子は改めて部屋をじっくりと見回す。

        かわいいけれど、部屋の端に置いてある自販機にはコンドームやら大人のおもちゃが入っているし、デリバリーサービスにもレンタルの大人のおもちゃが陳列されていて、大人の卑猥なテーマパークだということを嫌でも思い出させた。

        みんなこういうところでエッチなことをするんだ。確かに誰にも邪魔されないし、思いきりいろんなことができる。裸になって、声を出して、そして気兼ねなくイクことができる。

        今日はいったいどんなことをするんだろう。いつもは受け身だったのでたまには夏子だって春菜に触ってみたい。許してくれたら、だけれど。いつもふたりで行為をするとき、夏子はただ声を上げて気持ちよくなっているだけで、一度も春菜をイカせたことはなかった。それは申し訳ないし、春菜にも気持ちよくなってほしいのに。

        床に座り込むのもどうかと思ってベッドの端に腰を落としたら、電話が終わった春菜が夏子の隣に腰掛けた。ベッドがぽよんとふたりを浮き上がらせる。妄想から現実に戻ったが、恥ずかしさにどうすればいいのかわからなかった。

        「十分くらいで来るんですって」

        「え？　何がですか？」

        「ケーキよ。なあに？　緊張してるの？」

        さっきから妄想いっぱいで落ち着かない夏子と違い、春菜はすっかりといつもの妖艶な雰囲気になってしまっているのは経験の差なのか。夏子は膝を擦り合わせながら、うつむく。そんな夏子の太腿に、軽く春菜が手を添えてくる。

        「多分心拍数が普段の倍くらいになってて破裂しそうです」

        「可愛い人。夏子ちゃん。大好きよ？」

        「わ、私も……」

        答えるより先に、春菜が夏子に唇を押し当ててきた。最初はただ、くっつけるだけの子供っぽいものだったが、だんだん食むように口付けてきて、だんだん夏子の口腔に舌を滑らせてきた。

        夏子も何度もキスをされてきて、前みたいにただ受け身なだけではなくなってきた。互いに舌を絡め、味わい、舌をくすぐられたら、春菜の歯茎をなぞる。互いに互いを求めるように、くちゅくちゅと唾液を絡め、まだなにもしてないのに春菜が夏子をベッドに押し倒したとき……。

        コンコンとドアが叩かれて、反射的にふたりはベッドから立ち上がった。夏子は手の甲でよだれを拭い、春菜は掌で口元を隠している間に、ドアのほうに寄っていく。

        「お任せしました、ご注文のチョコレートケーキふたつと、紅茶ふたつになります」

        紅茶のふわんとした香りを漂わせながら、夏子は従業員に頭を下げて戻っていくと、春菜は少し顔を赤くして笑った。

        「ケーキ食べたら仕切り直しね」

        もう、せっかくいいところだったのにとちょっぴり残念だった。

        　

        ＊＊＊

        　

        「うん、やっぱり羨ましいわあ、夏子ちゃんのおっぱいのハリ。私なんて年々柔らかくなるだけで、いつ垂れてくるか怖いんですもの」

        いくら冬彦が家にいないからと言っても、ふたりで身体を洗い合うことができるスペースは、アパートの風呂場だとない。ラブホテルのガラス張りの浴場ならふたりで背中の流し合いができると春菜が主張するから、かわいいことを言うなと思って了承した夏子ではあるが。

        アメニティーのボディーソープでたっぷりと泡立った春菜の胸が、夏子の背中に押し当てられている。背中の裏で泡の柔らかい感触と一緒にふにゅふにゅと形を変える春菜の胸に、こりこりと硬い乳首の感触が通っていくのが何とも気持ちいい。

        それよりもなによりも、同じく泡をいっぱい付けた春菜の手が、夏子の身体を隅から隅まで撫でまわしていく。

        その優しい手触りで触られたり、揉まれたりすると得も言われぬくらい気持ちよく、すっかり開発された夏子が声を上げっぱなしになってしまっていた。

        泡がふにゅふにゅと夏子のハリのある胸に付けられたと思ったら、柔らかく揉みしだかられる。臍も丹念に泡立てられたら、下腹部へとその手は這っていく。

        「そ……こは……！　自分で洗いますから！」

        「かわいい反応ね。ヒクヒクしてるわよ」

        「それなら、春菜さんのは私が洗いますから！」

        ぐるんと座椅子から引っ繰り返して、春菜と向かう合う。春菜の裸体に泡だらけの姿は扇情的で、それだけで夏子はきゅんきゅんして濡れてしまうが、何度もやられっぱなしだと体力がもたない。

        いつも春奈にリードされっぱなしでは、サキュバスみたいに精力を全部搾り取られてしまう。西洋の悪魔であるサキュバスは淫魔で、ひたすら相手に悦楽を与える代わりに体力も搾り取ってしまうそうだ。夏子も春菜の下腹部に手を這わせた。

        「あら嬉しい。夏子ちゃんにしてもらえるなんて」

        春菜が小首を傾げるのに、夏子は頷く。

        「春奈さんのを触ってみたいんです」

        そう言いながら、夏子は春菜の茂みをかき分ける。茂みの感触は自分の固くごわごわしたものとは違い、柔らかく難なく春菜の秘裂を露わにすることができた。春菜の秘裂を見たのは初めてで、そのふっくらとした秘裂のラインをなぞるようにして指を動かしてみる。いつもやってもらっているばかりで、いざやってみると、ひとりエッチのときよりも動きはたどたどしい。

        秘裂を通ってぶっくりとしているのが秘芽。そこを恐る恐る触ってみた。人のものを触るのは、これが初めてだ。思っているよりもふっくらしたそれに触れると、春菜の秘裂がふるりと震えているのがわかり、夏子は少しだけ感動と優越感を覚える。ここを触ったことがある女は自分だけだと。でも、自分のものを触るときと力加減がわからず、力の強弱に自信がない。

        「ブドウを摘まむような感じで擦るの……わかる？」

        「えっと……やってみます」

        春菜は手本を見せるように、夏子の秘芽を取り出し、それをこりこりと撫で上げた。そこで夏子は「んっ……」と喉を鳴らしながら、見よう見真似で同じように触ってみる。

        春菜に言われたことを思い出しながら、自分でするときよりも少しだけソフトに触る。ときおり春菜の慣れた手つきに意識が流されそうになり、自分のほうが先に達しそうになるのを堪えながら、手を必死に動かす。

        最初はぎこちなかったものの、ずっと触っているとだんだん尖ってきて熟れてくるから不思議だ。ちらりと春菜のほうを見る。普段は妖艶な表情で夏子に跨がってくる春菜が、頬を染めて唇を噛んでいるのは、いつも以上に色っぽいしそそられる。少しは感じているのだろうか。いっぱい気持ちよくなってほしい。

        もっといろんな顔を見たいと、秘芽にほんの少しだけ爪を立てると、春菜は「あんっ……」といつも以上に甘い声を上げたので、思わず手が止まった。

        「春菜さん、今……」

        「やっ……なんでもないの」

        「もしかして、春菜さん。痛いほうがいいんですか？」

        春菜が必死で否定するけれど、夏子は黙って彼女の秘芽を引っ張ると、彼女はぶるんと胸を揺らしながら仰け反る。そしてくちゅんと愛液を飛ばしたのだ。まさか、いつも余裕綽々な春菜が乱れるスイッチがあったなんて。夏子は呆然としながら、彼女の秘芽を撮む力を強める。

        「やっ……夏子ちゃ、駄目……取れちゃう……っっ」

        「取れるほど強くはしませんよ、大丈夫です。私を触る手、止まってませんか？」

        「ご、ごめんなさい……あぁあ……」

        だんだん声に艶が帯びてきて、その声を聞きながら夢中で春菜の秘芽に刺激を与えつつ、ぷるんぷるん震える胸を掴んで、尖って主張する乳首にも同じように刺激を与えてやる。するとますます彼女の声は震えて、乱れた。なんて可愛い人だろう。もっと見たい。夏子は自分の手で春奈を気持ちよくさせていることに満足感を覚えていた。

        普段さんざん夏子の秘芽を刺激する手は、すっかりと力が抜けてしまって、されるがままになっている。が、夏子の秘芽は刺激されなくとも鋭く尖って春菜の手に擦り付けられている。

        「あんっ……なつこちゃ、だめ……っ」

        「春菜さん……かわいいです」

        それは素直な吐露だった。きっと春菜が夏子を触るときも、可愛くて仕方がなかったはずだ。夏子は必死に手を動かす中、春菜は呂律の回らない口調で抗議の声を上げる。

        「かわいいのは……なつこちゃんのほう……れしょ？」

        この人は本当に愛しい、と夏子は思う。

        いつも自分を翻弄していたのは、必死で自分の乱れる部分を隠すためだったなんて。別に乱れた春菜を見ても、引いたりなんかしない。むしろ、愛しさが増すだけなのに。

        この人をもっと乱したい。もっと気持ちよくしたい。

        ぶるんぶるんと震える胸をたくし上げながら、一瞬秘芽から手を離す。ほっと息を吐き気が緩んだ春菜の膣を夏子は見下ろした。茂みの奥にあるそこは、既にくぱくぱと開閉している。濡れているのは身体を滑る泡とお湯だけではなく、てらてらと茂みを愛液が濡らしているのが見て取れる。

        この奥が、春菜の……。夏子はごくんと唾を飲み下すと、一気に指を二本立てた。

        「キャァァァァ……！！」

        「すごい、春菜さんの中、うにうにしてます」

        指を押し進めていくと、彼女の中がビクビクと痙攣しているのがわかる。それは指を欲しているように蠢き、夏子はその感触に逆らいながら、指を押し進めていく。それに春菜がぷるんぷるんと胸と首を震わせる。

        「やんっ……実況はやめて……」

        「いつも私にしてるときは余裕じゃないですか」

        「あう……っ、よゆうなんか、ないわ……でもよゆうをみせなかったら、はじめてのなつこちゃん、こわがっちゃうでしょう？」

        この人は、いったいどこまで自分を夢中にさせるんだ。夏子はバラバラと彼女の中で指を動かしながら、いつも自分がやってもらうように、指をぐっと折り曲げる。膣内は指に吸い付くように締め付け、折り曲げた部分に指が掠めたら、さらに締め付けは強くなった。

        そこは、Ｇスポットというんだとはネットで検索をかけて知ったことだ。途端に、春菜は仰け反る。

        「ヤァァァァァァ……!!」

        途端に茂み全体を濡らすように、愛液が溢れ出てしまった。粘りのあるそれを大量に吐き出したあと、春菜はくたっと力が抜けてしまった。

        夏子は彼女の泡立った身体にお湯をかけて綺麗に洗い流した。そしてまだ呆けている春菜の頬を、ぺちぺちとはたいた。まだ焦点が定まらない春菜に、恐る恐る尋ねる。

        「春菜さん、春菜さん。達しましたか？」

        「ああ……なんて素敵なの……大好きよ」

        そううっとりとした声を上げる春菜に、夏子は思わず嬉しくて口元を綻ばせる。

        「よかった……春菜さんが気持ちよくって。いつもしてもらってばかりだから嬉しいです」

        つくづくこの人はかわいい人だと思いながら、夏子は春菜の手を取って立ち上がらせると、一緒に湯船に入っていった。

        普段だったら夏子の筋力だったらとてもじゃないけどできないが、今はお湯の浮力も手伝い、春菜を夏子の膝の上に乗せてあげることができた。浮力で春菜の胸がお湯の上に浮かんでいるのに、夏子はびっくりして彼女の胸に触る。

        「胸は脂肪だって言いますけど、本当に胸って浮いたんですね……初めて見ました」

        「気持ちいい……もっと触って」

        春菜はそう言いながら、夏子の胸を枕にしてもたれてくる。浮力のおかげであまり重くはない。

        「おっぱいが好きなのね。私も夏子ちゃんのこと全て好き」

        そう言いながら、すりすりと夏子の頬にすり寄ってくる。このくるくると変わる表情は、なにかに似ていると考えたら、猫に似ているんだと夏子は思い至る。

        夏子は春菜の髪を指に絡めながら、軽く首筋にキスをする。見えないように、歯は立てない。

        くすくすと笑いながら、春菜もまた夏子の手を取ると、まるで挑発するように指を吸い上げてきた。またじゅくりと下腹部に熱が溜まるのを感じながら、夏子は頷いた。

        　

        ＊＊＊

        　

        買ったベビードールを見て、夏子はハラハラした。ショーツが小さすぎないか、肉が下手にはみ出たら春菜が萎えてしまうかもしれない。思っていたよりも透けていて、自分が着て見苦しくないかと思う。

        「見せ合いっこしましょう」と言って、身体を拭いた春菜は早々に退散してしまったから、夏子はこの部屋で唯一隠れているトイレの中で着替えながら、胸を触ってお尻を触っている。

        胸は柔らかな谷間ができているし、ショーツはお尻を包んでぷっくり膨らんでいる。でもこれを自分が着てかわいいかというと、どうなのだろう。こんな可愛い格好は初めてだから、恥ずかしくって仕方ない。

        春菜をがっかりさせないだろうか。そう思いながら、恐る恐るトイレを出た。

        「春菜さ……着替えました……あ」

        夏子は春菜を目に留め、言葉を失った。

        むっちりとした胸が、ベビードールから零れている。そして腰の豊かな肉付きに、シースルーはよく似合っていた。ショーツの愛らしいレースも相まって、春菜の美しさを際立たせている。

        「あら、お帰りなさい、夏子ちゃん……あら、うっとりしちゃうほどかわいいわあ」

        夏子は恐る恐るベッドに座ると、春菜の手を取る。春菜は妖艶に微笑んで、ちょんと夏子の鼻をつついた。

        「夏子ちゃん、来て……？」

        自分の手で乱れる春菜はそそられたし、可愛かった。もう一度乱れる春菜が見られるのかと思ったら、思わず喉を鳴らした。

        「大好きよ。いっぱい愛して……ね？」

        夏子は怖々と春菜の唇を食んだ。いつもしてもらってばかりだから、今日は気持ちよくしてあげよう、そうすれば自分のこともいっぱい可愛がってくれるだろうか。

        緊張を解くように、春菜は夏子の背中に腕を回してぽんぽんとあやすように叩く。それで力が抜けた夏子は、いつもしてもらうように、恐る恐る春菜の口腔の中に舌を入れながら、ベッドに押し倒した。

        キスを繰り返しながら、ベビードール越しに胸を揉む。いつも胸を触るときはやんわりと揉んでいたのが、今日はベビードール越しとはいえど掴むようにして揉むと、春菜はビクンと肩を震わせた。

        やっぱり痛いほうが気持ちいいのか。そう納得しながら、首筋にキスをして、鎖骨にも舌を這わせる。本当は歯を立てたいが、さすがに誰かに見られたら駄目だろうと思い直した。胸の谷間に顔を埋めながら。流れる胸を押し上げるように揉むと、ちょうど春菜の胸に挟まれた感覚が楽しめる。

        「はう……」

        春菜が甘い声を上げているのにほっとしながら、夏子はそろそろとショーツの上から春菜の秘部に触れる。そこはしっとりと濡れていた。

        「春菜さん……」

        「なあに？」

        「ショーツ、付けたままと脱ぐのと、どっちがいいですか？」

        「んーっと……」

        春菜は少し首を傾げてから、夏子の背中に腕を回した。

        「このままがいい……」

        それを聞いた夏子は春菜に覆いかぶさると、春菜は心得たように脚を折り曲げ、夏子の脚に回した。ちょうどお互いの秘部が重なる。どちらもしっとりと湿っていて、押し付けるとぐちゅりとした音を立てる。

        そのまま体重をかけ、擦り合わせる。だんだんとぐちゅぐちゅとした音が大きくなり、粘液の粘りも強くなってきた。

        迫りくる官能の嵐の中、春菜と夏子は荒々しくキスを交わし合う。

        「あん……なつこちゃ……」

        「春菜さん……っ」

        唾液の混ざり合う音、下腹部の粘液の粘る音、一緒に風呂に入ったときに使ったシャンプーの甘い匂い……ショーツ越しとはいえ股間を擦り合わせ、互いに刺激を与えていることには変わりない。

        だんだんと高みに昇っていく感覚がやってきて、夢中になりながら夏子は腰を動かし、春菜もまた夏子に擦り付けて応じる。その刺激でだんだん目の裏がチカチカとしてくるのがわかる。秘園はぐちゅぐちゅと音が立ち、愛液が泡立った感覚が伝わった瞬間、唐突に絶頂を迎え、目の前が真っ白になった。

        ぷしゃーと音を立てて、夏子はショーツ越しに達したのである。ショーツの中は、きっと愛液でどろどろだろう。その感覚がいつまで経っても抜けなくて、力が抜けてベッドに崩れ落ちると、春菜はにこにこしながら夏子に抱きつき、瞼にキスをする。

        「よく頑張りました」

        その愛しげな声に、「ちょっとだけこのまま眠らせてください」と言って、目を閉じた。誰に気兼ねすることなく、春菜を独り占めできる贅沢を、夏子は噛みしめていた。

        　

        ＊＊＊

        　

        ベビードールは早速ふたり揃ってドロドロにしてしまったので、わずかお役目三時間で泣く泣く捨てることになった。

        春菜は「もったいない……」と言うものの「このドロドロのものをどうやって持って帰って、どこに片付けておくんですか!?」と夏子が説得したのである。

        もう一度風呂に入って、ドライヤーで髪をさっぱりさせてから、ようやくふたりはラブホテルを出た。

        さっきまではあれだけ乱れたベビードール姿を見せていた春菜だが、今はワンピースにカーディガンを羽織ったよそ行きの格好をした貞淑な妻というイメージそのもので、さっきまでの姿を知っているのは自分だけなのかと思うと、優越感と満足感が込み上げてくる。

        「頑張りましたね」

        「いっぱいイッちゃった……。また来ましょうね」

        既に空は茜色。もう少ししたらその色だってなりを潜めるだろう。そろそろ帰ろうと駅へと歩き出そうとしたとき。

        「あれ、春菜に……夏子？」

        「えっ？」

        突然声をかけられて、夏子は肩を強ばらせた。

        まさか、今一番会いたくない冬彦の声だったのだ。

        夏子はちらっとラブホテルを見上げる。

        まずいまずいまずいと警鐘が鳴り響く中、冬彦は不思議そうに夏子に声をかけた。

        「お前たち、どうしてこんなところに？」

        「えっと……兄さんこそどうしてここに？　出張だったはずなのに」

        「ちょっとなあ。問題が発生したから、東京にとんぼ返りしてたんだよ。今電話かけようとしたらホテルからふたりが出てきてびっくりしたよ」

        あくまでも暢気な冬彦の口調にほっとしたが、油断は大敵だ。なんて言って切り抜ければいいんだろう。

        が、それに春菜はいつもの調子でくすくす笑って、夏子に腕を絡めて明るく言った。

        「女子会よ。最近ラブホテルでやるのが流行ってるっていうから、やってたの。誰にも邪魔されずに落ち着いておしゃべりできてよかったわあ」

        「はあ……ラブホテルで女子会なあ……世の中変わったもんだわ」

        冬彦が呆れたような感嘆したような声を上げながら、ラブホテルの看板を見上げる。夏子は春菜の機転を呆気に取られた顔で見ていた。こんなに清楚で可愛い奥さんに優しい表情で言われたら誰だって納得してしまうだろう。

        春菜は夏子の腕を解くと、今度は冬彦の肩に頬を寄せて甘く囁いている。

        「ここのチョコレートケーキすっごくおいしかったから、今度一緒に行きましょうか？」

        「おいおい……こういう話、夏子の前ですることじゃないだろ」

        冬彦は顔を赤くして、ぷいっと顔を逸らす。それに思わず夏子と春菜は顔を合わせた。

        「夏子ちゃん、今日は楽しかったわね。また行きましょう？」

        「え？　はい……！」

        夏子が頷いた。春菜のおかげで、いくら本当のことを言ってもちっとも卑猥に聞こえなくなったのがありがたい。

        冬彦は遠くを見る。

        「あーあ、女はいいよなあ。俺は仕事で大変だったんだぞ」

        「ごめんなさーい」

        冬彦が先だって歩くのを見ながら、春菜と夏子はこっそりと手を繋いでその背を追いかけていった。

        こっそりとした関係でも、全然言えない関係でも、今の関係が心地いい。

        悪い人妻に捕まった夏子は、実の兄を騙す悪い妹だ。

        ふたりは共犯者。また兄の目を盗んでは、秘密の遊びを繰り広げるのだ。

        　

        　

        　

        了

        

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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